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   The possibility of many persons viewing the same field together has been long desired 

in urological endoscopy, not only for objective diagnosis and proper treatment but also as 

an aid in teaching. Since 1978, the authors have been using the video-system consisting of an 

 MK-309C as a video-camera with a television monitor, the connecting scope between the 

endoscope and the video-camera, and a CLX as a light sourse. This system has been used 

in cystourethroscopy, TUR and fiberscopy of the upper urinary tract by our pyeloureteroscope. 

   The features of this system are to use the connecting scope which allows television 

monitoring of the findings without disturbing the handling of the endoscope by the 

operator, the three-tube video-camera which transmits the pictures in quite natural color 

and good resolution to the television monitor and the very bright light source which gives 

clear views of the lesions. The endoscopic field that could be viewed simultaneously by 

many parsons using this system proved to be satisfactory. 
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　　　　　　　　 緒 　 　 　 　 　言

　 泌尿器科 的診断,治 療に おい て内視鏡操作は欠 くべ

か らざるものである.し か し,そ の操作は従 来1人 の

術者に よ りおこなわれ,テ ィーチングスコープを用 い

た として も同時に 内視鏡所見を連続 して観察す るこ と

は2人 に限 られ ていた.こ のことは内視鏡所見 の解釈,

それに よる診断,さ らに治療の適否を決定す るうえで

大 きな障害 となっていたばか りでな く,内 視鏡操作 の

教育をはばむ要因 ともな っていた.そ こで,わ れわれ

は1977年4月 に当教 室開設 以来,こ の点の克服 を 目指

し,ビ デ オシステ ムを応用す ることに よ り内視 鏡所見

を多数の人に供覧で きる ように工夫 して きたD.そ の

結果,1978年 か らは三管式 ビデオカメラを応用 して満

足すべ き 結果を 得 ることが できたので ここに 報告す

る,
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対象および方法

1978年10月 以 来,硬 性 鏡 に よ る膀 胱 尿道 鏡TUR

さ らに,わ れ わ れ の開 発 した 上 部 尿路 用 フvイ バ ー ス

コー プ(pyeloureteroscope)に よる 内視 鏡 操 作 時 に

本 法を 用 い て,テ レ ビモ ニ タ ーで 内視 鏡 所 見 を 連続 的

に 供 覧 す る.こ の 内視 鏡 ビデ オ シス テ ムの 模 式 図 を示

す と,硬 性 鏡 の場 合 も フ ァイ バ ース コー プの 場 合 も

Fig.1,2に 示 す ご と くほ ぼ 同様 で あ る.内 視 鏡 と ビ

デ オ カ メ ラを結 ぶconnectingscopeと して は 専用

のconnectingscope(オ リ ン・Rス光 学 試作,テ ィー

チ ングス コー プ とほ ぼ 同 じも の),ま た は,Wittmore

の マル テ ィジ 。イ ン ト式 の硬 性 テ ィチ ン グ ス コ ー プ

(Storz製)を 使 用 した.こ のconnectingscopeの 近

位 端 を 内視 鏡に 接 続 し,遠 位 端 を三 管 式 ビデ オ カ メ ラ

(MK-309-C,池 上 通 信 機 製)に 結 合 させ,所 見 を テ レ

ビ画 像 と して放 映 した.

硬 性 内視 鏡 に 本 法 を応 用す る際 の 光 源 はCLX(オ

リ ンパ ス光 学 製)を 使 用 した.pyeloureteroscopeで

上 部 尿路 を観 察 す る際 は本 フ7イ バ ース コー プの 挿 入

に 用 い た膀 胱 尿 道 鏡 に は通 常 の 内視 鏡 用 光源 を使 用 し,

フ ァイ バ ー ス コー プの 光 源 と してはCLXを 用 い た.

connectingscopeと して専 用 フ ァイバ ー ス コ ー プ

を 用 い た場 合 は 像 伝達 光 の20%oは 術者 に,80%が テ レ

ビ カ メ ラに 供 給 され る よ うに な って い る.硬 性 の テ ィ

ー チ ン グス コ ー プを用 い た場 合 は それ ぞれ10% ,90%

で あ った.

結 果

膀 胱 尿 道 鏡 所 見 は い うまで もな いが,TURの 場 合

も光 源 と してCLXを 用 い る こ とに よ り 充 分 な 照 明

光 を得 る こ とが で き,10～20%の 像 伝 達 光 で手 術 を す

る のに 充 分 な あか るい像 が 得 られ た.ま た,テ レ ビモ

ニタ ー上 の 画像 も鮮 明で あ った.ま た,conneCting

scopcを 使 用す る こ とに よ り,術 老 の 操 作性 は ま った

く障 害 され る こ とが な か った,

pyclourctcroscope'2・3)の 場 合 は 直接 テ レ ビカ メ ラ

に 接 続す る こと も可 能 で あ るが,connectingscope

を 中 介 させ る こ とに よ りそ の 操 作 性 は 一 段 と 向上 し

た.テ レビモ ニ タ ー上 の画 像 は 径 約25cmで 明瞭 な

もの が得 られ た.こ の画 像 は35mmの ス テt一 ル 写

真 よ り解 像 力 は お とるが,テ レ ビモ ニタ ー上 で連 続 的

に 画 像 を 追 求 で き る こ と,こ れ を 容 易に 安 価 で記 録 に

残 せ る点 が す ぐれ て い る.

ビデ オ テ ー プに 収 録 したpycloureteroscopeに ょ

る 腎孟 腫 瘍 像 を 焼 付 した写 真 をFig.3に 示 す.
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考 察

内視鏡所 見を テ レビカメラに よ り多数の人に供覧す

る試みをおこな ってきた.過 去においては充分にあか

るい光源が なか った こと,テ レビカメラの操 作が複雑

な うえに性能 もす ぐれていなか ったため,そ の実現は

必 ず しも容易ではなか った.

光源,テ レビカメラ,connectingscopeの 開発 に

よ り今 日,内 視鏡操作は容易に テ レビモ ニター上に放

映で きる ようにな った.と くに,テ レビカメラは過去

の ものは色 の調節な ど専門家でない と取 り扱 えない技

術 を必要 とした.し か し,現 在使用 している三管式の

テ レビカ メラでは 自然色で鮮明な画像を得 ることが容

易である.ま た,TURで 切除 時に画 像に出て きた像

の乱 れもみ られな くな った こともこの カメラの大 きな

進歩 であ る.

また,光 源 も改良 されCLXの ような 充分あか る

い光源装置が出現 したため,内 視 鏡 とテ レビカメラを

連結す るconnectingscopeを 応用す るこ とが可能
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とな り,TUR時 に も術老に充分な観察 用の光 を供給

し,そ の上に さらに テ レビカメラ用に も充 分な像伝達

光を供給 する ことが可能 とな った.

connect旦ngscopeは フ7イ バ ースコープで も硬性

鏡で もよいが,レ ソズ系 を用 いた硬性鏡の 方 が 高 価

で,や や重い きらいはあるが,フ ァイバ ースコープを

用い るよ りず っと解像力がす ぐれ,鮮 明な画像が得 ら

れ ることは当然 と もい え よ う.し か し,硬 性鏡を

connectingscopeと して用 いる場合は操作中 これを

上手に保持す るためには若 干の工夫が必要 であ る.

前述 のごと くpyelourcteroscopeは 直接 テ レビカ

メラに接続す ることも可能 であるが,そ の場合,フ ァ

イバ ースコープの操作性,術 野 の清潔保持 の面で支障

が でて くる.pyeloureteroscopeの 操作にあた って

は,そ の先端を 目的 とす る病 巣部に いかに して誘導す

るかが大 きな問題である.従 来 の方式では術者のみが

観察老で,1人 で膀胱 尿道鏡や ガイ ドチューブ4)を 動

か した り,腹 部を圧迫 した りして先端の誘導をお こな

っていた.し か し,こ の ビデオシステムを応用す ると

画像を助手に も供覧できるので,術 者が現在意図 して

いる操作を容易に理解 させ,協 力を得 ることがで き,

従来 よ り観察が容易に施行できる ように なった.観 察

のため のガイ ドチ ューブ側孔 よ り注水速度 も助手が画

像をみなが ら調節で きる ようにな った.

結 語

われわれが 日常泌尿器科 内視鏡操作に応用 している

ビデオ システムについて紹 介 した.本 法は過去におい

ては術者1人 にゆだね られていた内視鏡操作に多数の

人が参画す る ことを可能 とし,内 視 鏡的診断 および治

療に客観性 を もたらし うるのみでな く,内 視鏡操作の

教育上 きわ めて有用 なもの と考える.

終 りに ご協 力頂 いたオ リンパス光 学,池 上通信機に深謝す

る.

文 献

1)AsoYandFujitaK:ApplicationofVidc-

o-SysteminUrologicalEndoscopy(Movie

一浜 松 医 大 泌 尿 器 科 学 教 室 所 蔵)shownatthe

75thAUAAnnualMeetinginSanFrancis-

co,MayI9,1980

2)TakayasuH,AsoY,TakagiTandGoT:

ClinicalapPlicationoffiber-opticpycloure-

teroscope.Urolint26:97～104,1971

3)TakayasuH,AsoY,TakagiTandGoT:

Ournewpyeloureteroscopeforobserva-

tionoftheupperurinarytract.Endoscopy

4:105～108,1972

4)TakayasuHandAsoY・Recentdevelop-

mentforpyeloureteroscope:guidetubeIne-

thodforitsintroductionintotheureter.J

Urol112=176～178,1974

(1983年9月26日 迅 速 掲 載 受 付)




